
指導教員 職 場 自宅・携帯

指導教員（部屋の管理者等）

2012 緊急時連絡体制等 （研究室用）
発生源

警察署110

平日の昼間 こちらを優先した
場合も事務へ連
絡すること

Name of supervisor Office Home or Mobile

教員 連絡とれな 場合 第 連絡先 （ ）

指導教員

（発見者等） 警察署110

消防署119
研究室

学部
現場確認,
通報，誘導

応援,
指揮

等通

誘導，案内

指示等

絡すること

学科長：

教員に連絡とれない場合の第2連絡先 （Sub leaders of lab.）
氏名

Name
自宅・携帯

Home or Mobile

氏名

Name
自宅・携帯

Home or Mobile学部事務室＊ 086-251-

室 長 8801 教務担当 8815

総務担当 8802 技術室 8913

西門守衛所
086-251-

7096

等通
報

連絡

想定される危機と 夜間･休日における対応 等

危機種類 状況等 対応・連絡先 等夜間・休日 火災、救急等は
こちらを優先し

総務担当 8802 技術室 8913 7096

＊現場からの119／110番通報は、緊急度や建物事情（常駐事務不在等）により判断。

地震
（震度４以
上で初動体
制をとる）

大地震，
二次災害危険有

協力し救助･避難（人命第一）
避難後、救護・安否確認など

避難の必要なし 被害等確認し指導教員へ連絡

火災 溶剤等への引火 初期消火（天井着火が限界）

発生源
（発見者等） 警察署110

消防署119

研究室

学部
通報

確認,
応援,

指導

指示等

こちらを優先し
次いで守衛所へ

（通報） 火災 溶剤等への引火，
トラッキングなど

初期消火（天井着火が限界）
通報は、まず消防署（119番）

実験中の
事故

ガス漏れ 換気・避難し指導教員へ通報

中毒、感電 等 救急車手配もしくは救急受診学部関係者
（連絡網→集合→対応）

西門守衛所
086-251-

7096

応援,
指揮
等 連絡

指導教員 通報

連絡

（通報）
誘導

学部事務室
第1受信者

■周辺の救急病院
岡山済生会病院

通報に備え、建物名、階数、部屋番号等を記入

環境汚染 有害物質誤放流 守衛所へ通報（→安全衛生部）

盗難･紛失 毒劇物等 指導教員（取扱責任者）へ連絡

PC･個人情報等 指導教員へ連絡（→総務担当）

感染症 麻疹、インフル等 流行時は本学の対応に従う

（連絡網 集合 対応）
7096連絡

（本部、関係部署）

第 受信者

連絡連絡

岡山済生会病院086‐252‐2211
岡山中央病院 086‐252‐3221
いしま病院 086‐255‐0111
■ホケカン 086‐251‐7217

【住所】 北区津島中３丁目、岡山大学

【建物】 棟、（ 階建）

【部屋】 （ ）階、（ ）号室

感染症 麻疹、インフル等 流行時は本学の対応に従う

病気･ケガ 致命的（大出血、
全身やけど等）

直ちに救急車手配（119番）
意識不明ならAED*・心肺蘇生

処置・手当が必要 救急病院を受診
＊AED設置場所：生協ピオーネ／教育体育館玄関／西門守衛所／ホケカン 他



指導教員 職 場 自宅・携帯

指導教員（部屋の管理者等）

《活用法》 2012 緊急時連絡体制等 （研究室用）
発生源

警察署110

平日の昼間 こちらを優先した
場合も事務へ連
絡すること

Name of supervisor Office Home or Mobile

教員 連絡とれな 場合 第 連絡先 （ ）

指導教員

（発見者等） 警察署110

消防署119
研究室

学部
現場確認,
通報，誘導

応援,
指揮

等通

誘導，案内

指示等

絡すること

学科長：
研究室内の緊急連絡先、

教員に連絡とれない場合の第2連絡先 （Sub leaders of lab.）
氏名

Name
自宅・携帯

Home or Mobile

氏名

Name
自宅・携帯

Home or Mobile学部事務室＊ 086-251-

室 長 8801 教務担当 8815

総務担当 8802 技術室 8913

西門守衛所
086-251-

7096

等通
報

連絡

学科長名と連絡先
を記入すること！

想定される危機と 夜間･休日における対応 等

危機種類 状況等 対応・連絡先 等夜間・休日 火災、救急等は
こちらを優先し

総務担当 8802 技術室 8913 7096

＊現場からの119／110番通報は、緊急度や建物事情（常駐事務不在等）により判断。

この資料は掲示用です。必要
地震
（震度４以
上で初動体
制をとる）

大地震，
二次災害危険有

協力し救助･避難（人命第一）
避難後、救護・安否確認など

避難の必要なし 被害等確認し指導教員へ連絡

火災 溶剤等への引火 初期消火（天井着火が限界）

発生源
（発見者等） 警察署110

消防署119

研究室

学部
通報

確認,
応援,

指導

指示等

こちらを優先し
次いで守衛所へ

（通報）

この資料は掲示用です。必要
事項を記入の上、部屋毎に掲示
して下さい。

電話機があれば その近くへ火災 溶剤等への引火，
トラッキングなど

初期消火（天井着火が限界）
通報は、まず消防署（119番）

実験中の
事故

ガス漏れ 換気・避難し指導教員へ通報

中毒、感電 等 救急車手配もしくは救急受診学部関係者
（連絡網→集合→対応）

西門守衛所
086-251-

7096

応援,
指揮
等 連絡

指導教員 通報

連絡

（通報）
誘導

学部事務室
第1受信者

電話機があれば、その近くへ
の掲示をお奨めします。

■周辺の救急病院
岡山済生会病院

通報に備え、建物名、階数、部屋番号等を記入

環境汚染 有害物質誤放流 守衛所へ通報（→安全衛生部）

盗難･紛失 毒劇物等 指導教員（取扱責任者）へ連絡

PC･個人情報等 指導教員へ連絡（→総務担当）

感染症 麻疹、インフル等 流行時は本学の対応に従う

（連絡網 集合 対応）
7096連絡

（本部、関係部署）

第 受信者

連絡連絡

正確な通報のため建物名
等を記入しておくこと！

岡山済生会病院086‐252‐2211
岡山中央病院 086‐252‐3221
いしま病院 086‐255‐0111
■ホケカン 086‐251‐7217

【住所】 北区津島中３丁目、岡山大学

【建物】 棟、（ 階建）

【部屋】 （ ）階、（ ）号室

感染症 麻疹、インフル等 流行時は本学の対応に従う

病気･ケガ 致命的（大出血、
全身やけど等）

直ちに救急車手配（119番）
意識不明ならAED*・心肺蘇生

処置・手当が必要 救急病院を受診
＊AED設置場所：生協ピオーネ／教育体育館玄関／西門守衛所／ホケカン 他

等を記入しておくこと！


